
伝えたい気持ちがある 伝える⾔葉がある 
When you have something to say from your heart, you will have the language to communicate. 

2016 ＣＯＭ杯 英語・⽇本語スピーチ⼤会 

⼤会概要 
 
●⼤会趣旨 

「Communicatorʼ s  Cup（略称ＣＯＭ杯：コムカップ）英語・⽇本語スピーチ⼤会」は、豊かなコミュニケーシ
ョン能⼒を⽀える語学⼒の育成を⽬指し実施されるものです。 本⼤会は、⽇本に住む⽇本⼈の英語学習発達段階を
基礎と発展にわけ、それぞれの到達⽬標となる２部⾨が設定されています。 

基礎の英語暗唱部⾨は、すでに存在する多数の英⽂（物語、論説等）を⾃らの興味に合わせ探索、暗誦し発表する
⾃由⽂部⾨に加え、今年度より課題⽂部⾨を新設。英語学習初期にある⼩学校⾼学年からの挑戦を後押しします。発
展は、⼤会テーマに沿った原稿を⾃らが作成し発表する弁論部⾨です。この部⾨に関しては、⽇本⼈および⽇本に滞
在する外国⼈の参加者を募り、⽇本語、英語いずれか⺟国語以外の⾔語にて参加可能としています。これにより、本
⼤会が語学⼒育成の場であることと同時に、異⽂化理解、国際交流意識の向上へと寄与することを⽬的とします。 

  
●今年度⼤会テーマ “ Gap” 〜隔たり〜 
 
●開催⽇時   平成２８年１２⽉１８⽇（⽇）  

STAGE-1  午前1０時 開始〜１２時 閉会予定（英語暗誦1） 
STAGE-2  午後１３時 開始〜１８時 閉会予定（英語暗誦2・⽇本語弁論・英語弁論） 

 
●会  場  銚⼦商⼯会議所  1 階 ⼤ホール 
 
●部⾨内容（参加対象及び発表制限時間)    ※参加者募集中 応募締切11 ⽉15 ⽇(⽕) 
      ＜英語暗誦の部＞暗誦１ ①課題⽂部⾨：４０秒〜１分程度を予定（⼩学校５・６年⽣） 
                  ②⾃由⽂部⾨：１分３０秒  (⼩学校５年⽣〜中学1 年⽣まで) 

        暗誦２ ①課題⽂部⾨：３分半程度を予定（中学校１年⽣〜⼀般の⽅） 
            ②⾃由⽂部⾨：４分（中学校２年⽣〜⼀般の⽅) 

 
 
 

＜弁論の部＞  ⽇本語弁論：５分  （⽇本語を⺟国語としない学⽣・⼀般の⽅） 
英語弁論  ：５分  （英語を⺟国語としない学⽣・⼀般の⽅） 

 
●審査・表彰  本⼤会の審査において、特別賞数名、及び、弁論の部より、アピール⼒・表現⼒が特に優れ、 

ＢｅＣＯＭの⽬指すグッド・コミュニケーターに最もふさわしい１名を、グランドプライズ 
として表彰。※ＧＰ副賞：東京ディズニーリゾート パスポート ペアチケット 他 

 
●⼤会審査   ＜審査員＞千葉科学⼤学国際交流室 他    ＜審査基準＞別紙参照 
 
●特記事項   2010 年度⼤会より、本⼤会は、千葉科学⼤学留学⽣別科の正式カリキュラムとなり、留学⽣は 

本⼤会の⽇本語弁論部⾨への出場をめざし⽇本語を学んでいます。学内予選で選ばれた学⽣が本 
⼤会での弁論に出場してまいります。 

 
●特別協賛    千葉科学⼤学 （依頼中） 
●後  援   銚⼦商⼯会議所  (⼀社)銚⼦⻘年会議所  銚⼦ロータリークラブ  銚⼦東ロータリークラブ 

銚⼦市・クースベイ市姉妹都市友好委員会  銚⼦テレビ放送（株）  ⼤衆⽇報社 
銚⼦市  銚⼦市教育委員会  （依頼中） 

 
◎寄付のお願い 本⼤会運営は皆様からのご寄付により⽀えられております。引き続きまして、多くの皆様からの、 

当⼤会趣旨へのご賛同をいただけましたら幸いです。 
 
●主催・問合せ  ＮＰＯ法⼈ ＢｅＣＯＭ（ビーコム） 

   〒288-0041 千葉県銚⼦市中央町12-13 すきくるステーション内 
   TEL 0479（25）8870  FAX（26）3292  E-MAIL info@be-com.jp  URL www.be-com.jp 

※課題⽂部⾨は審査対象外となります。（奨励賞として表彰） 
※課題⽂は９⽉１⽇にＢｅＣＯＭサイト上にて公開致します。


